
 

富山市小学校スポーツ推進連盟 

 

 

１ 役員名 

 （１）会長   堀田輝義（東部小） 

 （２）副会長  塚本靖男（堀川南小）      

 （３）理事長  西谷博信（大庄小） 

 （４）副理事長 岡島俊樹（呉羽小）市田克次（四方小） 

２ 活動目標 

  望ましい小学校スポーツ活動の在り方や運営、教員のスポーツ指導力向上のための実技講 

習会の企画・運営などについて研修し、小学校スポーツの健全な発展充実を図る。 

（１）小学校スポーツに関わる競技会の開催 

（２）小学校スポーツに関わる講習会等の実施 

（３）小学校スポーツに関わるスポーツ団体との連携 

（４）その他、目的達成上必要な事業 

３ 主な活動 

（１）第５回富山市小学校水泳競技記録会 

① 日 時  ８月７日（金）  ９：３０ 

    ② 会 場    富山市民プール 

    ③ 種 目    ５・６年男女自由形、５・６年男女平泳ぎ 

５・６年男女背泳ぎ、水泳講習会 

    ④ 参加者  ５・６年生２７４名 

（２）第５回富山市小学校連合運動会 

① 日 時  ９月７日（月）  ９：３０ 

    ② 会 場    富山県総合運動公園陸上競技場 

    ③ 種 目    男女１００ｍ走、男女５０ｍハードル走、男女４００ｍリレー 

    ④ 参加者  ６年生全員３，８１２名 

（３）第５回富山市小学校三種競技記録会 

① 日 時  １０月１７日（土）９：３０ 

    ② 会 場    富山県総合運動公園陸上競技場 

    ③ 種 目    男女１００ｍ走、男女ソフトボール投げ、男女走り幅跳び 

    ④ 参加者  ５年生４８８名 

（４）富山市小学校スポーツ推進連盟指導者講習会 

① 陸上指導者講習会   日 時 ６月 ４日（木）１４：００～１６：３０ 

                              会 場 富山県総合運動公園陸上競技場 

    ② スキー指導者講習会  日 時  １月 ６日（水） ９：３０～１５：４０ 

                              会 場  立山山麓スキー場 極楽坂エリア 

（５）泳力向上推進事業 

      富山市立小学校３年生以上を対象に２５ｍ完泳証を授与 



 

４ 主な成績 

    第５回水泳競技記録会（５・６年生 ５０ｍ長水路最高記録 機械計時） 

種    目 ５年男子 ５年女子 ６年男子 ６年女子 

５０ｍ自由形    ３０秒６８   ３２秒２２    ３１秒７６    ３１秒２０ 

５０ｍ平泳ぎ    ４８秒６３   ４５秒０６    ４０秒５４    ３７秒８９ 

５０ｍ背泳ぎ    ４８秒１１   ４２秒７４    ３５秒５３    ３６秒６０ 

    泳力向上事業 ２５ｍ完泳証授与の割合 

学    年 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

完泳者の割合 ３９．１％ ５１．７％ ６５．１％ ７３．５％ 

  第５回連合運動会（６年生最高記録） 

種    目 男     子 女     子 

１００ｍ走   １３秒３    １４秒１ 

５０ｍハードル走     ８秒２     ８秒５ 

４００ｍリレー   ５３秒３８(大会新記録）   ５６秒３８ 

  第５回三種競技記録会（５年生最高記録） 

種   目 男   子 女   子 

１００ｍ走   １４秒１０   １４秒９１(大会新記録） 

走り幅跳び    ４．６５ｍ（大会新記録）   ４．２０ｍ（大会新記録） 

ソフトボール投げ    ５８ｍ   ４３ｍ 

総合得点    ２３２点   ２０２点 

 

５ 特記事項                                    

 ・ 今年度から泳力向上事業、２５ｍ完泳証授与を実施した。 

   前年度の３年生以上の富山市教育センターが実施した泳力調査と比較すると、どの学年  

も２５ｍ完泳者の割合が向上していた。今回の事業が泳力向上の意識を高める上で、一定  

の効果があったのではないだろうか。 

 ・ 連合運動会には、６年児童３，８１２名が参加した。今年度から開会式で、富山市子ど  

もの歌「こころが今日も笑顔」を全児童で合唱し、その一体感が、競技への意欲につなが  

った。 

 ・ 三種競技記録会は、ソフトボール投げを、助走路を使用しての競技方法に変更した。女  

子の標準記録突破者は２０名ほど増加している。また、男子は昨年と大きな変化が見られ  

ないが、向かい風での試技を考慮すると記録は良くなっているのではないかと考えられる。 

６ 次年度の課題 

  ・ 連合運動会は、大会に向けた練習の成果を確認できるよう、子どもたち全員のタイム計  

測の在り方を検討する必要がある。 

  ・ 泳力向上事業の趣旨を踏まえ、さらなる充実に向けて検討する必要がある。  

 

 


